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2018 年度 スポーツクライミング国際競技大会派遣選手選考基準 
 
１ 権限の所在及び決定の方法 

国際競技大会に派遣する日本代表選手を選考する最終的な権限は公益社団法人日本山

岳･スポーツクライミング協会にある。派遣選手の選考は、以下の基準に基づき、強化委員

会が推薦し、常務理事会で承認することによって決定する。 
 
２ 目 標 
（１） 東京 2020 オリンピック競技大会において金メダルを含む複数メダルを獲得する。 
（２） 世界選手権大会及び大陸別選手権大会等で優勝し、ＩＦＳＣ枠を多く獲得すること

で恒久的に多くの日本選手が世界で活躍できる場を創り出す。 
（３） ＩＦＳＣワールドカップにおける全種目での国別ランキング 1 位を目指し、国際的

に「強い日本」を印象づける。また、各種目世界ランキング 10 位以内の選手を今

年以上に多く輩出し、次年度も国際競技大会で有利に戦える状況をつくる。 
 

３ 選手選考方針 
（１）日本代表として十分な実績を持つ選手及び今後の活躍が期待される選手の中から選

考する。 
（２）東京 2020 オリンピック競技大会において複合種目での活躍が期待できる選手を最優

先に強化委員会が推薦し選考する。 
（３）国際競技大会において単種目での活躍が期待できる選手を強化委員会が推薦し選考

する。 
 
４ 各国際競技大会における選手選考基準 
（１）ＩＦＳＣワールドカップ 2018 

① 選考方針 
ａ．東京 2020 オリンピック競技大会の複合種目で活躍が期待できる選手を優先的

に選考する。 
ｂ．単種目での優勝を目指し、日本代表選手団として各種目国別ランキング 1 位獲

得への貢献が期待できる選手の中から選考する。 
ｃ．シーズン中において上位 6 位以内になるなどの主立った活躍をし、将来的な活

躍が期待できる選手を選考する。 
 
 



② 国際競技大会派遣のための必要条件 
 ａ．2018 年 12 月 31 日までに 16 歳に達していること 
 ｂ．当協会登録選手規程に従いＡ選手登録をしていること 
 ｃ．リード種目及びボルダリング種目においては 2018 年国内選考大会に参加し、20

位以内の成績を収めること。 
 ｄ．スピード種目においてはスピード日本ランキングでのベストタイムが男子 6.20

秒以内、女子 8. 60 秒以内であること。 
 
③ 2018 年国内選考大会等 

ａ．ボルダリングジャパンカップ 
ｂ．日本選手権リード競技大会 
ｃ．スピード日本ランキング（2018 年 3 月 19 日時点） 

 
④ 選考基準 

参加 

優先順 

日本代表選手区分及び選考基準 選出予定人数 備考 

１ ＪＭＳＣＡオリンピック強化選手 男女最大各 6 名ずつ 選考基準はＪＭＳＣＡオリンピッ

ク強化選手選考基準に別途定める 

２ ＩＦＳＣ枠保有選手 選考基準の該当となっ

た選手数（別紙参照） 

2018 年国内選考大会へ参加し、20

位以内の成績を収める必要がある ３ 2017年ワールドカップにて 6位以内

の成績を 2 回以上収めた選手 

４ 強化委員会推薦選手 

(該当選手がいる場合) 

各大会男女最大各 1 名

ずつ 

各大会で最大男女 1 名ずつを大会

の実績に応じて強化委員会推薦選

手として選出することができる。

ただし、その対象となる実績は

2018 年ＩＦＳＣワールドカップで

上位 6 位以内とする。 

５ 国内選考大会等の上位選手 男女最大各 6 名ずつ 

（ただし、八王子大会

は男女最大各 13 名） 

上記選手を除いた上位の成績者か

ら優先的に選出する 

  

 
 
 
 
 
 



⑤ＩＦＳＣ枠保有選手及び国別枠について 
ａ．ＩＦＳＣ枠保有選手 

2018年 1月 1日時点での成年またはユースの世界選手権大会または大陸別選手

権の優勝者（優勝種目で登録のこと）並びに出場種目の世界ランキングが 10 位

以内であること。 
ｂ．国別枠 

日本以外での大会が開催される場合は、各種目の各カテゴリーにおいて各国で

最大 6 名ずつ。 
ｃ．ＩＦＳＣルールに記載されているａ・ｂの基準を満たす全ての派遣枠を使用す

るわけではない。チーム構成、予算、安全面等の状況を総合的に判断し、多数の

派遣が困難な大会については派遣選手数を制限する場合がある。 
 

⑥ 決定時期 
  派遣選手については各大会の 70 日前までに決定し、公表する。 

 
（２）その他の国際競技大会について 

下記の国際競技大会については大会の内容が未定であるため詳細が決まり次第

派遣選手の選考基準を発表する。 
① 世界選手権大会 （2018 年 9 月 オーストリア） 
② アジア競技大会 （2018 年 8 月 インドネシア） 
③ アジア選手権大会（2018 年 11 月 日本・鳥取） 

 
６ その他 

（１） ＩＦＳＣルールが変更された場合及び大会要項の変更があった場合には、選手選

考基準も準じて改定をおこなう。 
（２） 選手への渡航費や宿泊費等の補助の詳細については、2018 年度強化委員会予算決

定後に公表する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



〈別 紙〉 参考資料 
2018 年 1 月 1 日現在 

 
 

2018 年 ＩＦＳＣ枠保有選手等 一覧 
 
１ ＩＦＳＣ枠保有による候補選手 

「ボルダリング種目」 
藤井快、野口啓代（アジア選手権） 
緒方良行、伊藤ふたば（世界ユース選手権） 
楢﨑明智、土肥圭太、高田こころ、中村真緒、伊藤ふたば（アジアユース選手権） 
楢﨑智亜、渡部桂太、藤井快、杉本怜、緒方良行、野中生萌、野口啓代 

（2017 年ＷＲ10 位以内） 
※世界選手権大会 2016 ボルダリング種目 楢﨑智亜 優勝 

 
「リード種目」 

藤井快、尾上彩（アジア選手権） 
緒方良行、田中修太（世界ユース選手権） 
楢﨑明智、西田秀聖（アジアユース選手権） 
是永敬一郎（2018 年ＷＲ10 位以内） 

 
「複合種目」 ※複合種目の扱いはＩＦＳＣ未定のため参考とする 

楢﨑明智（世界ユース選手権） 
中村真緒（アジアユース選手権） 

 
２ 2017 年ワールドカップにて 6 位以内の成績を 2 回以上収めた選手 

「ボルダリング種目」 
男子  石松大晟 
女子  尾上彩 

 
「リード種目」 

男子  波田悠貴、楢﨑智亜 
女子  野口啓代 
 
 

 


